
災害図上演習について

宮本英治
災害対策研究会代表・（一社）地域安全学会名誉会員 1

１ 災害図上演習とは
２ 入門編（水害・土砂災害）
３ 新旧地図と標高図
４ 防災授業（水害編・地震編・津波編）
５ 家庭の防災
６ 地域の防災
７ 施設・企業・自治体の事例
８ 災害図上演習の開催方法（省略）
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・パワーポイントをご希望の方は名刺に「テキスト希望」と記入して
名刺を頂ければ、メール便でお送りします。

テキスト（ＰＤＦ）



水害・土砂災害の基礎



氏名 宮本英治
役職 災害対策研究会・代表、
（一社）地域安全学会・名誉会員（元・事務局長、理事）
１９５０年１月福岡県生まれ、九州大学卒

・大学卒業後は土木設計業務に従事（当時の専門は洪水対策）
・１９８０年頃からは大型計算機を使った地震応答解析に従事
・１９９５年に地震被害予測システムを開発
震源を設定すれば地域の震度や被害を予測
➡後に日本初の緊急地震速報システムに転用

・阪神淡路大震災（１９９５年）後は各種防災情報システムを開発
・２０００年ごろから災害図上演習（ＤＩＧ）を活用して市民、小中学
生、教職員、自治体、医療機関、介護施設や各種企業の防災の
指導に携わってきた。

自己紹介
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災害図上演習とは

災害図上演習ＤＩＧとは、参加者が地図を囲みながら、
・災害が起きると地域にどのような被害が生じそうか？
・どんな予防対策が考えられるか？
・どんな災害対応が必要か？
を考える参加型ワークショップ（以下、ＷＳという）の
ことで、
Ｄｉｓａｓｔｅｒ（災害）
Ｉｍａｇｉｎａｔｉｏｎ（想像）
Ｇａｍｅ（ゲーム）
の頭文字を取ってＤＩＧ（ディグ）
と名付けられました。

・図上訓練ＤＩＧについて／地域安全学会梗概集（１９９７年）
・ＤＩＧの過去、現在そして未来／地域安全学会梗概集（２０１４年）



災害図上演習の始まりと展開
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災害図上演習ＤＩＧの歴史



災害図上演習の内容と成果
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①地図や図面を用いて被害を自ら考える

②被害を出さないための予防対策を考える

③被害が出た時の対応（初動～復旧）を考える

・防災計画
・人材育成
・ＤＩＧを通じて相互理解と連帯感が生まれる

➡顔が見える関係（組織力の向上）

検討手順

成 果
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（１）災害図上演習の体験
（２）マニュアルの作り方
（３）ハザードマップ
（４）浸水リスクの把握方法
（５）地域や職場での検討
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２ 入門編（水害・土砂災害）
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地図を固定



①地図を理解する
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緑



①地図を理解する
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緑





①地図を理解する

15

緑





①地図を理解する
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緑





①地図を理解する
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②ハザードマップ作り １／２
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②ハザードマップ作り
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伊豆大島
（死者行方不明者３９名



③状況設定

○台風が接近、時間雨量は２０ｍｍ、総雨量は３００ｍｍ。
○気象台は、今後２００ｍｍ以上の降雨があると予想
○１４時に大雨洪水警報
○１５時に土砂災害警戒情報・・通行止めにしたい所は？
○現在の雨は屋根や道路に跳ね返る音が聞こえる程度。
○荒瀬川の水位は徐々に上がってきており、あと２時間
程度で避難判断水位に達すると思われる。
○現時点で市役所から避難勧告は出ていない。
○あと３時間もすればあたりは暗くなる。

地域：○○市七尾台団地
日時：平日の１５：００
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２時間

河川の水位と避難の判断（私見）



①避難時期（様子を見る？速やかに判断？）

第２問：皆さんは七尾台の役員、どんな判断をしますか？

お休みです

②避難先はどこですか？（地図に書き込んでください）
③避難ルートを書き込んでください（緑色）
４地区（見附、深山上、深山下、加計）ごとに

※河川の水位はまだ高くはない。
※土砂災害警戒情報➡通ってはいけない橋は？
※渋滞は？

気象情報、土砂災害情報、河川情報、日没までの時間・・

④避難の検討

24



ハザードマップと避難先の例

25正常性バイアス、想定外

Ａ

Ｂ

以前も斜面が崩れ、
公民館、住宅、小学校も
被害を受けた。
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避難についての検討例

避難について
○時刻や気象情報を考えると、手早く判断しなければならない。
○七尾山の斜面を考えると公民館や小学校は避難に適さない。
孤立する可能性も高い。
○砂走総合公園は内水氾濫の危険性もある。スポーツ会館も
孤立するため避難に適さない。
○夜になっての避難は危険である。
○受入れ先の体制が整っている保証はないが・・
○市役所と連絡を取りつつ城内中学校に避難
○なお、Ｄ橋は土石流の心配がある。見附地区はＡ橋が大丈夫
なうちにＡ橋を通って避難。

※２００９年８月の豪雨時に兵庫県佐用町において、日没後の暗闇の
中を避難途中の住民が溢れた用水路（幕山川からの越流が流れ込ん
だ）に流され８名が死亡した。



参考 佐用町での水害事故（２００９年）１／２
小学校への避難途中に低地の用水路で流され９名が死亡

幕山川



参考 佐用町での水害事故（２００９年）２／２

×

×

幕山住宅

旧・小学校

幕山住宅



（１）災害図上演習の体験
（２）マニュアルの作り方
（３）ハザードマップ
（４）浸水リスクの把握方法
（５）地域や職場での検討
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２ 入門編（水害・土砂災害）



①避難時期（様子を見る？速やかに判断？）
②避難先はどこですか？（地図に書き込んでください）
③避難ルートを書き込んでください（緑色）

④避難決定からの避難完了までの対応は？

第２問：皆さんは七尾台の役員、どんな判断をしますか？

⑤対応の検討
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・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

１枚に１項目



市街地には？

⑤対応の検討

七尾台団地
・昭和５５年の団地
・７５歳
・平日の午後
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公民館
・高齢者
・備蓄

小学校や児童クラブ
・児童は？
・保育園は無い？

中学校

市街地には？

市役所
・周知
・バス
・開設

公園

自動車学校

渋滞監視
水位監視
避難完了確認

通行止め

⑤対応の検討

七尾台団地
・昭和５５年の団地
・７５歳
・平日の午後



・危険察知
・役員集合
・避難検討
・・・・・・・・・・・・・・・
・周知
・公民館との調整
・小学校との調整
・市役所との調整
・避難誘導
・避難完了確認
・・・・・・・・・・・・・・・
（避難所運営）
・
（警報解除）
・
（安全確認）
・
（復旧完了）

時

間

対応 担当 備え
・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

会長
〇〇班
□□班

▲▲町会
××町会
公民館長
校長先生
消防団長
郵便局長
民生委員
・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

⑥対応マニュアルの検討 １／２
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☆判断
◎主担当
○担当・協力
▼情報展開

⑥対応マニュアルの検討 ２／２

対応 家庭 会長 役員
消防
団

町会 市
ペー
ジ

◎ ２

〇 ▼ ◎ ◎ ３

〇 ☆ 〇 ◎ ◎ ▼ ４

◎ 〇 〇 ５

▼ ◎ 〇 ７

◎ 〇 ▼ ８

〇 ◎ 〇 １０

◎ 〇 １１

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

安全確保
①・・・・・・・
②・・・・・・・
③・・・・・・・
④・・・・・・・

避難誘導
①・・・・・・・
②・・・・・・・
③・・・・・・・
④・・・・・・・

個別マニュアル

タイムラインは全体の動きの中で検討
34
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２ 入門編（水害・土砂災害）



ハザードマップについて

36



現在の洪水ハザードマップ １／２

➀堤防の決壊箇所と決壊幅などを設定する（複数ケース）。

②氾濫シミュレーションを行い、浸水位を求め、複数ケース
の内、各地点の最高浸水位を求める。

③最高浸水位から地盤標高を差し引いて最大水深を求め
る。

④浸水深の範囲（ランク）を決めて着色する

≒起こりうる最大



現在の洪水ハザードマップ ２／２

江
戸
川

荒川

氾濫流

東京

埼玉

千葉
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氾濫流とは

氾濫流

氾濫流の範囲では垂直避難は適さない



（１）災害図上演習の体験
（２）マニュアルの作り方
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２ 入門編（水害・土砂災害）



標高の調べ方



河川の水位：国交省

国土交通省・川の防災情報



河川の水位：国交省

国土交通省・川の防災情報

拡大する



河川の水位：国交省

国土交通省・川の防災情報 庄内川・枇杷島
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水位標の０．０ｍは標高０．１ｍです。
氾濫危険水位８．９ｍは標高９．０ｍです。 名古屋駅前は１．７ｍ
避難判断水位８．５ｍは標高８．６ｍです。

名古屋：水害リスク（河川の水位）

0.4m



名古屋：水害リスク（河川の水位）
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２ 入門編（水害・土砂災害）



①地域の危険度の検討

48
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②予防対策の検討

浸水被害にあわないためには？ 浸水を遅らせるには？
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③対応の検討 

通常時 対応準備 災害発生時 復旧
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段　階 目次番号 対応項目 本部 共通（個人） 支部長 情報連絡班 社屋管理班 機動班

発生予報 5.1

5.1.1 風水害対策開始判断および班編制 ★

5.1.2 社屋・資器材の養生 ◎

5.1.3 車両の避難 ★ ◎

5.1.4 防災備品の準備 ◎

5.1.5 出社・帰社判断 ★ ○

5.1.6 社内関係者の所在確認 ◎

5.1.7 水位・天気情報収集 ◎

災害発生中 5.2

5.2.1
現地対策本部の設置および災害対
策本部の設置要請

○ ★

5.2.2 自身の安全確保 ◎

5.2.3 災害対策本部への報告 ◎ ○

5.2.4 社屋管理 ○ ◎

5.2.5 災害記録 ○ ◎

5.2.6 現場・出張時の対応 ◎ ○

業務復旧 5.3

5.3.1 社内関係者の安否確認 ◎

5.3.2 社屋・資器材被害の確認 ◎

5.3.3 地域（周辺）被害の確認 ◎

5.3.4 社屋の復旧 ◎ ○

5.3.5 周辺地域支援 ◎

5.3.6 復旧支援情報の収集 ○ ◎

5.3.7 緊急対応業務の実施 ★

5.3.8 継続業務対応 ◎ ★

天気予報等により災
害の発生が予測され
る段階

避難勧告の発令～解
除まで

避難勧告の解除以降

④マニュアルのまとめ 

共通（個人） 本部長 〇〇班 □□班 ・・・ ・・・ ・・・
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３．１ 新旧地図の比較
３．２ 自分で作る標高図

53

３ 新旧地図の比較と標高図

（地域防災や防災授業）



図２．１－１ 新旧地図の準備
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図２．１－２ 旧地図と透明シートの準備

旧地図
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図２．１－３ 旧地図の作業
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図２．１－４ 新旧地図の比較

⑤新しい地図をテーブルに置き、四隅をセロテープでとめる。
⑥その上にビニールを重ねて・・・・

第１問：変化したところの確認
・水田・池→宅地
・山地→宅地
・海岸線の変化
・その他
第２問：気になる地名はありますか？
・竜ヶ水・・

第３問：過去に災害が起きたところは？
・水害● ・土砂災害●

第４問：旧い木造密集地はどこ？

第５問：標高の低い所はどこ？
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図２．１－５ 地域の標高との比較（宮崎市）

境界付近に
・貝塚
・神社仏閣
※東日本大震災
で被災していな
い神社は９５％

標高１０ｍ以下



３．１ 新旧地図の比較
３．２ 自分で作る標高図
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３ 新旧地図の比較と標高図

（地域防災や防災授業）



標高の調べ方（再掲）



標高図の作り方

標高 土地の凸凹

自分で作る標高地図



自分で作る標高図の例

洪水で浸水しやすい。地震で揺れが大きく液状化しやすい。
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４ 防災授業

４．１ 水害編（小学生）
４．２ 地震編（小学生）
４．３ 津波編（小学生）
４．４ 中高生向け防災授業
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地図（埼玉県久喜市の事例）

小学校区の地図



１）自分のまちを知る
２）自分のまちのすきなことは？
３）あなたの大切なものはなんですか？
４）たくさんの雨がふると？
５）気を付けることは？
６）困っている人を支援する
７）きょうはどんなことがわかりましたか？

１
時
限
目

２
時
限
目



①大きな道
②川・水路
③線路

茶

青

マーカーの太いほうで色塗り・大きい所から

黒

67

自分のまちを知る １／３



68

公民館
消防団
郵便局

すきなお店
すきなところ
内緒の遊び場

公 民 館

消 防 団

お店の名前

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

郵 便 局

自分のまちを知る ２／３
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自分の家

自分の家と通学路 ３／３

〇〇小学校



・・ ・・ ・・

（１枚に１つ）・・ひとつでも、二つでも、三つでも

まちの好きなこと、好きなところ



命？家族？お友達？
学校？おうち？山？川？空気？公園？
ペット？（なまえは？）、貯金？
宝物？・・・

・・ ・・ ・・

（１枚に１つ）・・ひとつでも、二つでも、三つでも

あなたの大切なもの、人は？



１）自分のまちを知る
２）自分のまちのすきなことは？
３）あなたの大切なものはなんですか？
４）たくさんの雨がふると？
５）気を付けることは？
６）困っている人を支援する
７）きょうはどんなことがわかりましたか？

１
時
限
目

２
時
限
目



たくさんの雨が降ると（雨は大切です）
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たくさんの雨が降ると（河川はんらん）

宮崎県の学校



たくさんの雨が降ると（内水はんらん）



気をつけることは？

通学路は安全ですか？遊ぶ場所は？

どんなところが危ないと思いますか？
川・水路・池・・ ●

・・ ・・ ・・

（１枚に１つ）・・ひとつでも、二つでも、三つでも



補足 避難とは？

避難とは？・・・二つの意味があります

一つ目は
危ない場所にいる方が安全な場所に行くこと
安全な場所を避難場所といいます。
・洪水では・・・・・・・・洪水避難場所（高いところ）
・大規模火災では・・広域避難場所（広いところ）

二つ目は
家を失ったり、ひとりでは生活ができないひとが頼る所
・避難所（指定避難所）



補足 避難場所（河川が氾濫した場合）

高い所が洪水避難場所です

０ｍ

４ｍ

８ｍ

１２ｍ

水面から地面までの深さ



困っている人を支援する

避難所です（指定避難所とも言います）
自宅を失った方、自宅での生活が困難になった方

皆さんも家を失った避難者とします。
ここでどんな手伝いができますか？



困っている人を支援する（ヒント）



・・

（１枚）

今日はどんなことがわかりましたか？

81

よ～く考えて

ただし、避難や
避難場所は除く



今日の感想

・・

・・

・・

・・

・・

班ごとに、一人ずつ発表しながら貼る

１人の発表が終わったら拍手してください。

大きな声で、ゆっくりと

発 表（班ごとに）



今日の感想

・・

・・

・・

・・

・・

班ごとに、一人ずつ発表しながら貼る

１人の発表が終わったら拍手してください。

大きな声で、ゆっくりと

今日はどんなことがわかりましたか？

発表したい人はいますか？
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おわりに

豊かな自然 大好きな故郷 大切な命
（自分、家族、友達、ペット）

災害後の助け合いも忘れずに
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おわりに

豊かな自然 大好きな故郷 大切な命
（自分、家族、友達、ペット）

災害後の助け合いも忘れずに

避難することが防災➡危ない故郷を捨てていく
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４ 防災授業

４．１ 水害編（小学生）
４．２ 地震編（小学生）
４．３ 津波編（小学生）
４．４ 中高生向け防災授業



１）自分のまちを知る
２）自分のまちのすきなことは？
３）あなたの大切なものはなんですか？
４）たくさんの雨が降ると？
➡４）地震が起きると？
➡４）津波が起きると？

５）気を付けることは？
６）困っている人を支援する
７）きょうはどんなことがわかりましたか？

地震が起きると？



88

４ 防災授業

４．１ 水害編（小学生）
４．２ 地震編（小学生）
４．３ 津波編（小学生）
４．４ 中高生向け防災授業



●巨大海溝型地震が来るまでに２０年あるとしたら？

・２０年後の家族を守る
➡安全な場所に、丈夫な家を建てる
➡お金をかせぐ、そのために勉強する

●地域の課題は？君達が貢献できることは？
●被災後、生活再建に向けて貢献できることは？

89

中学生・高校生向けの例



１ 災害図上演習とは
２ 入門編（水害・土砂災害）
３ 新旧地図と標高図
４ 防災授業（水害編・地震編・津波編）
５ 家庭の防災
６ 地域の防災
７ 施設・企業・自治体の事例
８ 災害図上演習の開催方法（省略）

目 次



５．１ 震度 ６強の揺れと家庭での対応
５．２ 建物倒壊や家具転倒による被害
５．３ 救出活動と避難所
５．４ 家庭の防災の見直しとまとめ
５．５ 家庭の津波防災

５ 家庭の防災



地震発生（阪神淡路大震災）

動 画



時

間

地震発生

・・・
・・・

・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
どこ

①身の安全
②・・・・・・
③窓を開ける？
④・・・・・
⑤火元確認？
⑥・・・・・・
⑦外に出る？
⑧・・・・
○・・・・
○・・・・・
○どこにいる？

１枚に１項目

地震が発生してから一段落するまで自分の行動は？

（停電、外は明るい、家族全員が在宅、服は着ている）

・津波の心配はないとして
・一市民として（消防、警察官・・ではない）

（自分の考えでＯＫ）

家庭での対応（在宅時に地震発生）

一段落した時に自分と家族は？



５．１ 震度 ６強の揺れと家庭での対応
５．２ 建物倒壊や家具転倒による被害
５．３ 救出活動と避難所
５．４ 家庭の防災の見直しとまとめ
５．５ 家庭の津波防災

５ 家庭の防災



旧耐震木造住宅の振動実験



木造の全壊率（倒壊はこの約１割）

５強 ：びっくりした～
６弱 ：古い・木造・２階建・瓦屋根（丈夫な家もあるが）
６強以上 ：古い木造密集地で大災害

※死者の９８％は旧耐震住宅
96
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・約５０人当たり１人

・全壊２００棟に１件

※神戸市の死者率は０．３％、芦屋市は０．５％

⇨死者率は０．３％

・１世帯２．５人として

・マンションなど１０００世帯として

地域の被害（人口１万人あたり）

・全壊率３０％と仮定

人口 １０，０００ 人

世帯数 ４，０００ 世帯

木造棟数 ３，０００ 棟

全壊 ９００ 棟

倒壊 ９０ 棟

生埋め（夜） ２００ 人

重傷者 １００ 人

⇒死者 ３０ 人

出火件数 ４～５ 件

・全壊の１０％と仮定（木造の３％）

阪神淡路大震災では
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⇨死者率は０．１５％

・１世帯２人として

・マンションが多い

地域の被害（人口１万人あたり）

・全壊率３０％と仮定

人口 １０，０００ 人

世帯数 ５，０００ 世帯

木造棟数 ２，０００ 棟

全壊 ６００ 棟

倒壊 ６０ 棟

生埋め（夜） １００ 人

重傷者 ５０ 人

⇒死者 約１５ 人

出火件数 ３ 件

・全壊の１０％と仮定（木造の３％）

今の都市部では？

・約１００人当たり１人

・全壊２００棟に１件

・約２００人当たり１人



参考 現在の名古屋の木造住宅

旧耐震木造住宅  ９．７万棟（２９％）
１９８２年以降 ２４．３万棟（７１％）

旧耐震住宅の全壊率を５０％とすると 全壊＝４．８５万棟
倒壊を全壊の２０％とすると 倒壊＝０．９７万棟
生埋め者は１世帯２人として 生埋＝１．９４万人
重傷者は半分として 重症＝０．９７万人
死者は１／３として 死者＝０．３２万人
名古屋の人口を２３０万人、死者は人口１万人当り１４人



マンションの倒壊は少ないが・・
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５．１ 震度 ６強の揺れと家庭での対応
５．２ 建物倒壊や家具転倒による被害
５．３ 救出活動と避難所
５．４ 家庭の防災の見直しとまとめ
５．５ 家庭の津波防災

５ 家庭の防災



消防力（人口１万人あたり）

人口 １０，０００ 人

世帯数 ５，０００ 世帯

木造棟数 ２，０００ 棟

全壊 ６００ 棟

倒壊 ６０ 棟

生埋め（夜） １００ 人

重傷者 ５０ 人

⇒死者 約１５ 人

出火件数 ３ 件

消防力（平均的には）

消防職員数は？
・人口１０００人当り１人
・人口１万人当りでは１０人
常時の戦力（２交代～３交代）？
・勤務中の職員は３人～５人
➡持っている車両は１台
（消防車？救急車？）

消防車・・重点箇所へ
救急車・・広域搬送へ

今の都市部では？

・１１９も繋がらない、繋がっても来ない。
・火を出さないこと、初期消火、搬送



救出活動は誰が？

103（阪神淡路大震災 著作権フリー写真）



①身の安全
②・・・・・・
③窓を開ける？
④火元確認？
⑤・・・・
⑥外に出る？
⑦・・・・
⑧・・・・
○・・・・
○・・・・・
○どこにいる？

標準的な行動手順

「共助」は知ってい
るが・・・・
１００人に１人

一般的な優先順位

・身の安全
・家族への声かけ
・自宅の確認

・ご近所
・救出・搬送
・初期消火

・自宅に戻る
・片付け
・家族生活確保

・支援に向かう
・職場に向かう

非常持ち出し袋を背負って避難所へ
104

時

間

地震発生



①身の安全
②・・・・・・
③窓を開ける？
④火元確認？
⑤・・・・
⑥外に出る？
⑦・・・・
⑧・・・・
○・・・・
○・・・・・
○どこにいる？

一般的な優先順位

・身の安全
・家族への声かけ
・自宅の確認

・ご近所
・救出・搬送
・初期消火

・自宅に戻る
・片付け
・家族生活確保

・支援に向かう
・職場に向かう

非常持ち出し袋を背負って避難所へ
105

時

間

地震発生

緊急参集

緊急対応を行う方・指揮を執る方



神戸市ＨＰより
106

避難所とは

避難所（収容避難所、指定避難所）
家を失った方（※全壊６００棟１２００人）
＋要援護者

➡早い者勝ちではない
現状では住民が殺到、人であふれる
➡家族の集合場所ではない（危険）

 校庭は運動会の１０倍の人数？
 集合場所は自宅、知人・親類の家



５．１ 震度 ６強の揺れと家庭での対応
５．２ 建物倒壊や家具転倒による被害
５．３ 救出活動と避難所
５．４ 家庭の防災の見直しとまとめ
５．５ 家庭の津波防災

５ 家庭の防災



①耐震対策（自宅で自分や家族が死傷しないために）
②地域活動（救出・初期消火などについて）
③備え（家族が避難所を頼らずに済む備え）

飲食料、カセットコンロ
照明
トイレなど 108

家庭での対策・対応・備えのまとめ



５．１ 震度 ６強の揺れと家庭での対応
５．２ 建物倒壊や家具転倒による被害
５．３ 救出活動と避難所
５．４ 家庭の防災の見直しとまとめ
５．５ 家庭の津波防災

５ 家庭の防災
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地震発生・津波警報

自宅は安全か？

自宅は使えるか？

津波避難場所

津波警報解除

自宅での生活 避難所での被災生活

長期の仮設住宅生活

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

地震・津波発生後のフロー



標高の調べ方（再掲）
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津波避難場所の検索
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津波避難場所の表示例



１ 災害図上演習とは
２ 入門編（水害・土砂災害）
３ 新旧地図と標高図
４ 防災授業（水害編・地震編・津波編）
５ 家庭の防災
６ 地域の防災
７ 施設・企業・自治体の事例
８ 災害図上演習の開催方法（省略）

目 次
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６ 地域の防災

６．１ 町会の地震防災
６．２ マンションの地震防災
６．３ まちあるき
６．４ 避難所運営
６．５ 地域の津波防災
６．６ 事前復興計画



116

安全なコミュニティづくり
人材育成

地域防災の検討（２００６～２０１１年大阪市）
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全体像（２００６～２０１４年藤沢市）
①まちを知る ②守るべきもの（要援護者・自宅）

③役に立つもの ④被害想定



118

発表会（被害、初動、長期、事前）



119

６ 地域の防災

６．１ 町会の地震防災
６．２ マンションの地震防災
６．３ まちあるき
６．４ 避難所運営
６．５ 地域の津波防災
６．６ 事前復興計画



共用部（どこで、どんな被害が？）

・建物
・設備
・出火
・閉じ込め
・
・

120



専有部 どこで、どんな被害が？

・転倒
・落下
・破損
・出火
・
・
・

玄関付近（※共用部）

リビング

キッチン
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☆判断
◎主担当
○担当・協力
▼情報展開

対応マニュアル例（マンション）

対応 家庭
組合
長

班 班
民生
委員

町会
ペー
ジ

◎ ２

〇 ▼ ◎ ◎ ３

〇 ☆ 〇 ◎ ◎ ▼ ４

◎ 〇 〇 ５

▼ ◎ 〇 ７

◎ 〇 ▼ ８

〇 ◎ 〇 １０

◎ 〇 １１

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

安全確保
①・・・・・・・
②・・・・・・・
③・・・・・・・
④・・・・・・・

避難誘導
①・・・・・・・
②・・・・・・・
③・・・・・・・
④・・・・・・・

個別マニュアル
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マンション管理組合

実は素人集団
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６ 地域の防災

６．１ 町会の地震防災
６．２ マンションの地震防災
６．３ まちあるき
６．４ 避難所運営
６．５ 地域の津波防災
６．６ 事前復興計画



まち歩きの手順



125

まちあるき結果の整理



126

まちあるき結果の整理の例



大阪北部地震での栄小学校

1.9m

1.6m

地域防災の敗北！
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６ 地域の防災

６．１ 町会の地震防災
６．２ マンションの地震防災
６．３ まちあるき
６．４ 避難所運営
６．５ 地域の津波防災
６．６ 事前復興計画



熊本地震では・・

避難所運営に戦力を割かれる市町村職員
➡本来業務はできているのか？

・生活再建業務
例：建物被害調査→罹災証明発行

→解体・ガレキ処理
→仮設住宅、復興公営住宅・・

避難所運営に戦力を割かれる教職員
➡本来業務はできているのか？

・教育再開
・児童生徒の安否確認
・児童生徒の支援（応急教育など）
・学校の早期再開準備

行政職員は２年で異動➡プロが育たない組織構造

新聞の報道によれば・・



避難所運営の役割分担の例

後方支援

施設管理

運 営
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避難所の運営に必要なスペース

●避難所ではどんなスペースが必要か？

・・・ ・・・ ・・・

１枚に１項目

（余震、停電、断水・・）

・・・

【屋内】
・本部室
・受付＋情報掲示版
・居住スペース（町会ごと）
・要援護者スペース（１Ｆ）
・着替え（女性）
・妊産婦や乳幼児（授乳、夜泣き・・）
・炊き出し＋配膳
・救護室
・物資置場

【屋外】
・集合スペース
・駐車場
・物資搬入スペース
・給水タンク置場
・洗い場
・ペット（屋内？）
・仮設トイレ（屋内？男女別？）
・ごみ置き場

参考例
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図面を用いて配置を検討
（停電・断水・・・）

収容可能人数は？
・授業を停止するとして
・授業を再開するとして
・避難所閉鎖に向けて

避難所の運営に必要なスペース
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６ 地域の防災

６．１ 町会の地震防災
６．２ マンションの地震防災
６．３ まちあるき
６．４ 避難所運営
６．５ 地域の津波防災
６．６ 事前復興計画



標高図の作り方（再掲）

標高 土地の凸凹

自分で作る標高地図



自分で作る標高図の例（再掲）
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津波避難場所の検索
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６ 地域の防災

６．１ 町会の地震防災
６．２ マンションの地震防災
６．３ まちあるき
６．４ 避難所運営
６．５ 地域の津波防災
６．６ 事前復興計画



（練馬区作成パンフレットより／中林一樹（東京都立大学・名誉教授））

①被害をイメージする

事前復興計画の検討 １／２
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②被災生活～復興（生活再建）を考える

③仮設のまちを考える

④復興計画を検討する

事前復興計画の検討 ２／２

次の世代のためのまちづくりを考える



１ 災害図上演習とは
２ 入門編（水害・土砂災害）
３ 新旧地図と標高図
４ 防災授業（水害編・地震編・津波編）
５ 家庭の防災
６ 地域の防災
７ 施設・企業・自治体の事例
８ 災害図上演習の開催方法（省略）

目 次
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企業や施設等の防災の検討事例

２００５年トヨタ

２０１２年静岡 ２００３年ＴＤＭＣ
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７ 施設・企業・自治体の事例

７．１ 介護施設
７．２ 児童施設
７．３ 病院
７．４ 企業
７．５ 市町村



２０２４年３月末までに作成する
ことを義務化

＋

福祉避難所の準備・立上・運営

自分や利用者や地域がどうなるのか？

必要な予防対策は？

災害時の対応は（タイムライン）？

備えは（資機材や備蓄品）？

職員教育、訓練は？

介護施設の自然災害時のBCPガイドライン



介護施設のＤＩＧ（２０１２静岡）
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収容力（定員超過で） 簡易対応業務、停止業務

要員確保方法 不足する備品、飲食糧など

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

介護施設の福祉避難所対応

施設 定員（ショート、デイ含む） 災害時収容スペース

Ａ １６０ ３４０

Ｂ １１０ １８０

Ｃ ８０ １００

Ｄ ２００ １２０

熊本市で福祉避難所が機能しなかった理由
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熊本地震（２０１６年）

２０１２年１０月

【足りぬ福祉避難所】
熊本市は２０日までに特養など
１５カ所の福祉避難所を開設。
計２７人が避難している。
福祉避難所に指定した１７６施設
打診するも断られること多い。
・既存入所者対応で手いっぱい。
・物資が足りない。

協定を締結すれば役目は終わり？
準備ができていない



市町村全体の検討（２０１３ 大阪）

（要援護者）避難支援と要援護者支援は異なる。
名簿や協定だけでは要援護者支援はできない
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７ 施設・企業・自治体の事例

７．１ 介護施設
７．２ 児童施設
７．３ 病院
７．４ 企業
７．５ 市町村



児童福祉施設における業務継続ガイドライン

・感染症（新型コロナウィルス）
・自然災害（地震、風水害）

努力義務

平成４年３月３１日
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静岡県 １４保育所が参加（２００２年）

保育所での検討例
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７ 施設・企業・自治体の事例

７．１ 介護施設
７．２ 児童施設
７．３ 病院
７．４ 企業
７．５ 市町村
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災害拠点病院での検討の様子
病院の平面図で首都直下地震時の患者の動線を検討（２００２年ＴＤＭＣ）
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トリアージと受け入れ動線（２００２年）

トリアージ結果
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対応マニュアル➡実働訓練 ２００３年
本部の様子 出勤状況

トリアージ ロビーでの受入れ準備



レベルⅠ：通常体制
レベルⅡ：多数の重傷者の受入れ（中継拠点）
レベルⅢ：安定化措置（応急治療）と後方搬送

災害拠点病院の対応（レベルⅠ、Ⅱ、Ⅲ）

レベルごとの計画が必要
（レベルⅢでは参集率）

石巻赤十字病院

東北大学病院
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災害時の病院の状況（石巻赤十字病院）

●医師・看護師のみならず、スタッフが不足
●病院を頼るなら、病院への支援が必要

石巻赤十字病院、気仙沼市立病院、東北大学病院が救った命
監修 久志本成樹
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７ 施設・企業・自治体の事例

７．１ 介護施設
７．２ 児童施設
７．３ 病院
７．４ 企業
７．５ 市町村
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企業での検討事例
２００５年トヨタ本社



①近隣・地域の状況

159

①近隣の状況



②敷地内の状況

160

②敷地内の状況



③建物の状況

161
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震度６強では

阪神淡路大震災東日本大震災

東日本大震災新潟中越沖地震
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漏れる・あふれる・燃える・爆発する
倒れる・飛び出す・ぶつかる・動き回る

外れる・落ちる・崩れる

④建物内部
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予防対策の優先度



初動対応の目安

一般企業 医療機関・介護事業

165



初動対応の目安

一般企業 医療機関・介護事業

166
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～３０分

～日没

～翌朝

職場 本部

翌日～

167

●職場の初動は手順
・自律的対応

●本部は？
・報告のない部署は？
・重大事態への指示
・状況把握、先読み
・職員へ提供すべき情報
・
・

作戦タイム
・戦場の霧
・方針徹底

職場と本部の初動対応（工場を例に）

※初動本部は電話のオペレータではない。

初動本部に必要な訓練とは？



協力会社向け防災計画研修会

１社１テーブル

168

（トヨタ・栄豊会）
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７ 施設・企業・自治体の事例

７．１ 介護施設
７．２ 児童施設
７．３ 病院
７．４ 企業
７．５ 市町村



市町村の災害対応の検討例

被害想定

家庭・地域の防災

部門のフロー
・各課のフロー
・部門内の応受援

発表会と意見交換

マニュアル作成
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各部門の検討

本部の検討
発表

自分達で考えた手順だから
自律的に動く事ができる

市町村の災害対応の検討（２０１２年藤沢市）
部門フロー

各課の対応



１ 災害図上演習とは
２ 入門編（水害・土砂災害）
３ 新旧地図と標高図
４ 防災授業（水害編・地震編・津波編）
５ 家庭の防災
６ 地域の防災
７ 施設・企業・自治体の事例
８ 災害図上演習の開催方法（省略）

目 次



８．１ ＤＩＧの企画～開催～展開
８．２ ＤＩＧの進行事例

８ 災害図上演習の開催方法

173



（１）ＤＩＧの企画

（２）事前の準備

（３）直前（当日）の準備

（４）ＤＩＧの開催～閉会

（５）結果の取りまとめと展開

ＤＩＧの企画～開催～その後

174



（１）ＤＩＧの企画

①開催の目的と目標
・啓発？計画立案？
・予防？初動？
・具体的なテーマがある？

②参加者と人数
・参加者は誰？
・予定人数は？

③対象とする災害
・地震・津波？水害・土砂災害？

④開催予定日と時間
・初回は２時間程度がお勧め

⑤ファシリテータ（進行役）や講師の手配
・要不要？
・市町村の防災担当者？研究者？防災士？

175
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プロジェクター

スクリーン

進行役

（２）事前の準備（会場の手配）

用具置

荷物置 荷物置

用具置

用具置 用具置

受付
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（２）事前準備（標準的な準備物）
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（２）事前の準備（役割分担）

・会場設営（企画側の全員で協力して）
・受付（２名程度）
・総合司会（１名）
・開会挨拶（１名）
・ＤＩＧの進行（ファシリテータやサポート）
ファシリテータは通常は１名、稀に数名で分担することもある。
サポート役は２～３班の１人程度。ＤＩＧの作業に迷っている班に
アドバイスを送ります（ただし、全員が未経験の場合はサポート
役はいなくとも構いません。

・閉会挨拶（１名）
・記録・撮影（１～２名程度）
・会場撤収（参加者にも協力をお願いしています）

当日の役割分担

初めてのＤＩＧでは、事前にリハーサルを行う事をお勧めします。
当日の進行に沿って、役割や準備物の確認を行います。

リハーサル



①会場設営
・班の配置、受付け場所、道具置場、
荷物置場など

②設備設営
・プロジェクター、スクリーン、マイク、
スピーカー、ホワイトボード等

③班ごとの準備
・地図と１枚目のビニールの準備を
行っておくと、時間の節約になります。
・模造紙や文房具類
・参加者への配布資料やハザードマップ

④飲み物やごみ袋等の準備

（３）直前（当日）の準備



（４）ＤＩＧの開催～閉会

①受付
・受付を行い、参加者に班を伝えます。
・地図を目にして、参加者同士の会話が始まります。

②開会挨拶
・総合司会が開会を告げます。
・主催者代表が開会の挨拶を行います。

③ＤＩＧの実施
・総合司会がファシリテータを紹介し、マイクを渡し、ＤＩＧを
スタートします。
※ＤＩＧの実施事例は後述します。

④閉会挨拶
・ファシリテータが総合司会にマイクを返します。
・主催者代表が閉会挨拶を行います。

⑤後片付け
・参加者にも協力をお願いし、後片付けをします。

180
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（５）結果の取りまとめと展開

結果の取りまとめ

記録写真、グループ発表内容、アンケートの結果などを取りまとめ
参加者への配布や広報紙への掲載などを行います。

その後の展開

「結果の取りまとめ」を行う事で、今後の方向性が見えてきます。
これに基づいて下記の様な活動計画を検討します。
①ＤＩＧの継続
・参加者を増やす。
・内容（災害の種類など）を変更する。

②予防対策の検討
・家庭、地域で進める予防対策の内容と実施方法について

③災害対応の検討
・家庭や地域の災害対応マニュアルやタイムラインの作成
・活動組織と装備の検討

④啓発セミナーや実動訓練の検討と実施



８．１ ＤＩＧの企画～開催～展開
８．２ ＤＩＧの進行事例

８ 災害図上演習の開催方法

182
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ＤＩＧの進行事例

テーマは「地域の地震防災」の基礎編です。
・対象者 ：地域の方々
・対象とする災害 ：直下地震
・目的 ：防災意識の向上（啓発）
・時間 ：約２時間
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（１）開会の挨拶
２００６年藤沢市
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１．ＤＩＧ（ディグ）とは
災害（Disaster） 想像力（Imagination） ゲーム（Game）

２．ＤＩＧの理解
１）合言葉

・まちを知り、災害を知る、人を知る
２）参加型

・主役は皆さん、自分で考え、感じることを大切に
３）気付きの場

・周りの意見に耳を傾け、新しい発見を
４）参加者同士のコミュニケーション

・緊急時こそ活きる人間関係（顔の見える関係）
３．ＤＩＧのルール
１）自由な意見→新たな発想（ほかの方の意見を否定しない）
２）対等の立場で（階級や先輩風を吹かさない）
３）傍観者にならない、とにかく参加

（２）ＤＩＧの説明の例 １／２
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４．ＤＩＧの流れ
１）開会挨拶
２）ＤＩＧの説明（配布資料）
３）アイスブレイク（自己紹介
４）地図への書き込み
５）課題検討・取りまとめ
６）発表
７）講評など

ＤＩＧ＝きっかけづくり➡次につなげることが大切

（２）ＤＩＧの説明の例 ２／２
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Ａ４のコピー用紙を四つ折りにして
黒の水性ペンで記述してください。

各グループごとに。
一人２０秒ぐらいで

発表者は起立して

（３）アイスブレイク（自己紹介）
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・地図（Ａ０～Ａ１）の四隅をとめる
・透明シートをかぶせ四隅をとめる

（４）地図と透明シートの準備例



（５）検討手順の例



（６）取りまとめと発表の様子
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（７）講評について

ＤＩＧの目標は下記の２点です。
・「地域防災の活性化」
・人材育成

講評の留意点は下記です。
・採点するような講評はしません。
・参加者が積極的に取り組んだことを称え、今後の
活動につながる意見を取り上げるようにします。
・グループ発表の進行は総合司会者にお願いし、
発表者の意見の中から良い意見を選んで講評の準
備をします。



おわりに

防災とは
災害を未然に防止し、災害が発生した場合に
被害の拡大を防ぎ、及び災害の復旧を図ること
＝予防＋応急対応＋復旧対応

192

①ベストの危機管理は危機に陥らないこと
≒予防
・ニュースになることはない。

②セカンドベストは被害の最小化と早期復旧
・初動（人命第一）
・早期復旧
≒減災、リジリエンス



・パワーポイントをご希望の方は名刺に「テキスト希望」と
記入して名刺を頂ければ、メール便でお送りします。

・本日と明日、会場に出展していますのでお寄りください。

ご清聴、ありがとうございました
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